
キッズフィールド５月～第１回～ 

 

５月『田植えと田んぼ散策』 
～全行程アルバム～ 

 

 2010 年 5 月 16 日（日） 

 

 天候にもめぐまれ、おかげさまで総勢 4４名の体験イベントを終了いたしました。 

 これからご紹介する写真はほんの一部です。画面から、楽しそうな様子を感じていただければ幸いです。 

～ウイングキッズ企画室一同～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《到着～説明～そしてレクリエーション》 

さあ、長い坂を上って真光寺へ          やっと到着。「何が始まるんだろ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに真光寺にある「上総自然学校」のスタッフの皆さんから田んぼと里山について丁寧な説明 

「ハチが襲ってきたらどうする？」「まずはじっとしてるんだよ、そうすると逃げていくからね。」 

 

 

「僕もちゃんと聞いてるよ」 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明のあと、ジャンケンゲームが始まりました。     

「じゃ～んけ～ん、ポン！」（景品はありませんけど…） 

負けたら、一番後ろに並ぶんだよ！ 

これ、決勝戦！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



おとなも子供も一緒になってワイワイ！ 

み～んなこれでいっぺんに仲良し！ 

 

（一番楽しんでたのは、おとな？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《里山の自然散策へ》 

さあ、みんな長靴に履き替えて、いよいよ自然豊かな里山の

中へ出発！ 

 

 

長靴はき慣れてないから、ちょっと大変！？ 

いえいえ、自然が豊かであまりにも気持ちいいから、あんま

り感じません！ 

 

 

でも、これから何をみるんだろうね！ 

みんな、ワクワク。 

 

 

 

 

 

 

 

お父さんもがんばって！ 

 

 

 

 

 

 



道ばたには、こ～んなにきれいな野アザミが…。 

思わずパチリ。 

 

 

 

 

 

 

 

右の写真は、水に棲むある生物を探してい

るところ。さあ、何でしょう。 

それにしても、子供たちの好奇心とそのエ

ネルギーには目を見張りました。 

 

 

あれ？きみ何持ってるの？ 

 

 

おとなも子供もみ～んな「それなあ

に？」「え？○○って、こんななの？」 

「うひゃぁ、ウーパールーパーみた

い！」 

 

 

 

 

正解は、 

「トウキョウサンショウウオ」で

した。もちろん、これは幼生です。

ようするに、トウキョウサンショ

ウウオのオタマジャクシですね。 

東京ではレッドデータブックに

載っています。 

 

あ、きみの持ってるのは

オタマジャクシだね。 

 

 

 

 

こらこら、アオダイショウで遊ばないの！ 

ヘビが怖がってるじゃないか。 



もちろん、みんなでひとしきり観察したあと、トウキョウサンショウウオも、オタマジャク

シも、ちゃんと元に戻してやりました。今回の目的の一つは、里山の保全活動でもありますか

らね。 

自然散策では、ほかにもわき水のでているところなどを観察しました。そのわき水が、田ん

ぼにも流れ込んでいるそうですよ。 

 

《昼食～そしてメインイベント！》 

自然散策後、さらに移動してまず昼食です。大きなブルーシートを敷いて、みんなで青空の

下で食べる昼食のおいしかったこと！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、田植えの始まりです。これ、苗の束をみんなで投げ入れてるんですよ。そうです、均等に田植えをする

ための準備というわけですね。 

「お～い、もっとこっちにも投げて～！」 

こともたちは、田んぼの中に入りたくてウズウズしている

様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

「お～い、横に並んで！」かけ声とともに、あぜ道に

真っ先に並んだのは子供たち！ 

一番手前は田植え経験豊富な○○先生です。 



苗をつかんで、おそるおそる田んぼへ。 

「うひゃ～、ヌルヌルする！」 

「つめた～い！」 

「きも～い！」 

「げ～～～～！！」 

子供たちの歓声が、里山の谷間にこだまして

います。 

 

こういう時って、おとなの方が後から入るん

だよね。なんでかな。 

 

 

 

おや、君たちも入ったの？ 

それにしても、へっぴり腰やね。 

（柳先生、研修生もちゃんと 

田んぼに入りましたよ。） 

 

 

 

 

ぼく、ちゃんと植えられるよ！ 

パパ、写真ちゃんと撮ってね！ 

 

 

 

 

 

 

 

ぼくも、ちゃんと植えられるよ。 

パパもおいでよ！ 

（パパは腕組みをして、畦の上か

らじっと見てます。） 

 

 

 

 

 

親子で「よいっしょっと！」 

親子でこんな体験、滅多にないですよね。 

お疲れ様！ 



晴れてきました。水面からの光の反射がまぶしい！ 

 
ちょっと飽きた？ 

「だって、こっちの方がおもしろいもん」 

いつだって、子供たちは水遊びが大好き。 

（ホ、ホントにおもしろそうだな…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで植えた苗が、谷間をわたる風にさやさ

やとなびいてます。 

時おり、シオカラトンボが飛んでましたが、誰

も気づかないようでした。 

 

 

この田んぼは、昔からあった田んぼが戦後荒れてしまっていたのを、最近になって再びよみが

えらせた田んぼだそうです。理由は日当たりが悪く、稲の生育に適していなかったことだそうで

す。 

 終わった後、小 3 の男の子がポツリ…「お百姓さんて、大変なんだね。」おお！先生はその一

言をまっていたのだよ！ 

 それにしても、谷間を渡る風の涼しいこと。真夏でも、涼しいそうです。 



さて、無事終わって、集合写真をパチリ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みなさん、お疲れ様でした！ 

 

 それにしても、おとなの言った一言も忘れられません。「今日は、女房に無理矢理行けと言わ

れて来ましたが、とても楽しかったです。ありがとうございました。やっぱり、来て体験してみ

ないとわかりませんね。」 

  

  

 

 

 

 

 

 


